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　未来を担う子供たちの成長を支えるには、地域と学校が連携・協働し、社会総掛かりで教育を行うことが必要となっています。
　現在、都内では、地域住民や企業・団体等の参画によって、学校を核とした「学習支援」「環境整備」「自然体験」「文化・スポーツ
体験」「安全・安心な居場所づくり」等、子供たちを育むための様々な教育支援活動が展開されています。
　東京都教育委員会では、このような取組を基盤として、より効果的な展開につなげる「地域と学校が協働した活動」（以下、
「地域学校協働活動」という。）を促進するため、国の補助事業を活用した各種事業を行い、区市町村に対して財政的支援のほ
か、先進事例の紹介、事業関係者の研修等の支援を行い、教育支援活動の推進を図っています。
　各事業の特徴については、以下のとおりです。次ページ以降に個別の事例について紹介します。

東京都における「教育支援活動」に関する補助事業
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地域コーディネーター
（PTA経験者、自治会関係者等で学校と地域の状況を理解している人）
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学校支援ボランティア

【学習支援活動（授業支援等）】　　【部活動支援】　
【環境整備】   【登下校の安全確保】 　【学校行事への協力等】
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学校支援ボランティア推進協議会

学校の教育活動の一環としての取組領域
（学校管理下）

学校外教育活動としての取組領域
（学校管理外）

学校の教育活動を支援する仕組づくり 放課後の安全・安心な子供の居場所づくり学校の教育活動を支援する仕組づくり 放課後の安全・安心な子供の居場所づくり

学習支援が必要な中学生等を対象とした学習支援の機会提供

子供たちに豊かで有意義な土曜日を実現するための教育支援体制等の構築

学習支援が必要な中学生等を対象とした学習支援の機会提供

子供たちに豊かで有意義な土曜日を実現するための教育支援体制等の構築

「学校支援ボランティア推進協議会事業」
（国名称：「学校支援地域本部」事業）

平成20年度開始

「土曜日の教育支援体制等構築事業」（土曜事業）　平成27年度開始

「地域未来塾」　平成28年度開始

「放課後子供教室推進事業」
平成19年度開始

※各自治体の実情に応じて、一体的な実施形態あり。

◆家庭での学習が困難であったり、学習習慣が十分に身に付いていない
中学生等への地域と学校の連携・協働による学習支援を実施

【実践例】
●学校の教室を活用した大学生や教員OBと連携した
放課後補習教室
●社会教育施設におけるICT（注）を活用した学習支援

土曜日の教育活動の実施
◆実社会につながるプログラムや、教
科等に関連したプログラムであって
体系的・継続的なものを目指す。

【学校主体の実施形態】
　・土曜授業、土曜の課外授業
【学校以外が主体の実施形態】
　・土曜学習
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連携協力

参画

コーディネーター

・大学生、企業OB
・地域の高齢者
・民間教育事業者
・文化、芸術団体
　　　　　等の様々な人材

【多様なプログラムの例】
○室内での活動
・学習支援
宿題の指導
予習・復習
補充学習　等

・多様な体験プログラム
実験・工作教室
英会話
文化・芸術教室　等

○校庭・体育館での活動
　・スポーツ活動

野球
サッカー
一輪車　等

　・その他

学習支援や
多様なプログラムの実施、

安全管理

教育活動推進員
教育活動サポーター

企画・参画

依頼要望 体系的・継続的な
プログラムの企画・実施

企画人

企画
関係者

出版
関係者

在外
経験者

スポーツ
選手 アーティスト ジャーナ

リスト

大学・
研究者 エンジニア企画人

企画
関係者

出版
関係者

在外
経験者

スポーツ
選手 アーティスト ジャーナ

リスト

大学・
研究者 エンジニア【実践例】

・大学研究者による算数教室
・企業エンジニア等による理科実験教室
・スポーツ選手による体作り教室
・NPOによる伝統文化体験教室　等

地域コーディネーター

土曜教育推進員教職員

注「ICT」：Information and Communications Technologyの頭文字を取ったものであり、「情報通信技術」のことである。

　「土曜日の教育支援体制等構築事業」（土曜事業）

◆事業趣旨
　地域の多様な経験や技術を持つ人材・企業等の協力によって、実社会につながるプログラムや教科等に関連したプログラム
等、土曜日に体系的・継続的なプログラムを子供たちに提供し、豊かで有意義な土曜日を実現することを趣旨としています。

◆事業状況
　東京都教育委員会では「土曜日の教育支援体制等構築事業」（以下「土曜事業」という。）を平成27年度から開始し、初年度は
10区市と都立学校16校で実施しました。各自治体や都立学校では、小・中学生や高校生等を対象として、教科の補習、科学実験
教室、伝統文化・芸術・スポーツ活動、キャリア教育に関する取組、その他多様なプログラムを企画・実施しています。
　このプログラムの一例として今回は日野市の事例を紹介します。

日野市「小学生土曜算数教室」 「土曜科学実験教室」
事例
紹介

　「小学生土曜算数教室」は、平成23年度から行っている日野市教育委員会の取組ですが、平成27年度から土曜事業に位置付
けて実施しています。本年度（平成28年度）の主な会場である日野市立日野第五小学校（以下「日野第五小学校」という。）の様子
を紹介します。
　また、同校では、別プログラムとして、日野第五小学校の2年生から6年生までを対象とした「土曜科学実験教室」も実施して
います。

　小学生土曜算数教室（算数大好きプロジェクト）

　日野市教育委員会では、子供たちが算数の問題をじっくりと考えて解く喜びを味わ
い、論理的に考える力を高めて欲しいという願いの下、「算数大好きプロジェクト」を
実施しています。講師として帝京大学客員教授の廣田敬一先生を迎え、スタッフを市
内外の教員の有志が担当しています。

■日時　４月～12月の土曜日のうち月1～2回程度（全10回）
　　　　９時30分～11時
■会場　日野市立日野第五小学校等
■対象　市内全小学校６年生

　「2＋3、5＋6＋7、1＋2＋3＋4のように連続するいくつかの数の和を作ります。ど
んな数を作ることができるでしょう。」
　子供たちはワークシートの問題に各々挑戦していました。
　このように毎回テーマの異なる問題に子供たちは試行錯誤しながらじっくり考え
たり、友達の考えを聞いたりしながら、算数を学ぶ楽しさを体験する有意義なプログ
ラムが展開されていました。

　土曜科学実験教室

　日野第五小学校では、子供たちに科学の面白さを伝えるこ
とを目的として、本年度から「土曜科学実験教室」を開始しま
した。

■日時　5月～3月の土曜日（全８回）
　　　　10時～12時
■会場　日野市立日野第五小学校
■対象　日野第五小学校　2年生～6年生

　この教室は、土曜教育支援コーディネーターを介して、近隣の分析機器会社と連携し、
従業員等がボランティアとして運営に当っています。各回ごとにテーマが異なり、実験
キットも同社が無償提供しています。
　訪問した日は「潜望鏡」をテーマとして、まず鏡を使っていろいろな反射を体験しなが
ら光の特性を学び、最後に潜望鏡が完成すると子供たちは教室を飛び出し、いろいろな場
所を覗（のぞ）いて歓声を上げていました。
　工作だけで終わらず、「ふしぎ！」「なぜ？」を感じながら科学の面白さを体感する場と
なっていました。

廣田敬一先生による進行

ボランティアスタッフによる見守りやアド
バイスの様子

鏡の反射体験

潜望鏡を三つつなげると高い場所
も見える
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